
 
 
 

地
方
創
生
に
つ
い
て 

問 

人
口
減
少
対
策
で
は
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
対
策
が
重
要

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。 

答 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、「
子
育
て
の
経
済
負
担
軽
減
」「
子
育
て

し
な
が
ら
働
け
る
環
境
」「
安
全
な
子
ど
も
の
生
活
環
境
」
の
意
向
が
見
え
る
。

総
合
戦
略
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。 

問 

高
齢
者
の
対
策
と
し
て
、「
く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
の
充
実
と
高
齢
者
の
利
用

料
負
担
の
軽
減
に
よ
り
、
買
い
物
難
民
や
通
院
難
民
の
解
消
、
公
共
施
設
へ
の

社
会
参
加
の
機
会
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
の
で

は
。 

答 

く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
充
実
の
点
で
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確

保
を
目
的
に
、
利
用
者
の
ご
意
見
や
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
継
続
的
な
見
直

し
を
重
ね
て
、
現
在
の
路
線
網
と
ダ
イ
ヤ
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者

の
利
用
料
金
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
民
営
路
線
と
比
べ
て
も
廉
価
な
料
金
設

定
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

  

  12 月議会 
    2016 年 1 月 1 日号 

＜主な議案＞ 

栗東市行政手続きにおける特定の個人 

を識別するための番号(マイナンバー)の利 

用等に関する法律に基づく個人番号の利 

用に関する条例の制定について 

 マイナンバー制は、政府が個人情報を一 

つの番号で管理し、税・保険料の徴収強化 

や社会保障の抑制を進めるために使うもの 

である。情報漏えいの危険や徴税強化に使 

われる懸念があるため、９月議会で制度導 

入そのものに反対しており、その具体化に 

ついても反対しました。 

  ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

 指定管理者の指定について 

 公の施設の指定管理者の代表が、議員で 

あることについて、地方自治法第 92 条の２ 

で兼業禁止にあたらないと市は説明した。 

しかし、議員は「指定決議」に関わるとい 

う立場である。市民に対する透明性・公平 

性の確保と、長や議員からの影響力を排除 

し政治的中立を確保する 2 つの観点と兼業 

禁止の規制を求めて反対しました。 

 

請願書 

 「治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）」 

の制定を求める請願書を提出。 

     提出者（大西とき子） 

 

意見書 

 ＴＰＰ交渉「大筋合意」の撤回を求める 

意見書を提出。 

     提出者（伊吹みちえ） 

 

※ 請願書及び意見書は賛成少数で不採択 

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
に
つ
い
て 

問 

平
成
27
年
度
か
ら
75
歳
以
上
の
健
康
診
査
は
、
生
活
習
慣
病
受
診
者

を
除
外
し
た
が
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。 

年
に
一
度
の
健
康
診
査
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
予
防
に
大
き
な
役
割

を
は
た
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
定
期
的
に
受
診
し
て
い
る
後
期
高
齢
者
を
健

康
診
査
の
対
象
か
ら
除
く
の
か
。 

答 

す
で
に
生
活
習
慣
病
で
定
期
的
に
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
高
齢

者
に
つ
い
て
は
、
主
治
医
が
全
身
状
態
を
見
て
、
必
要
と
認
め
た
健
康
チ

ェ
ッ
ク
や
精
密
検
査
を
実
施
し
て
い
る
実
態
を
ふ
ま
え
、
原
則
健
診
の
対

象
外
と
し
た
。 

問 

除
外
対
象
者
に
、
除
外
し
た
こ
と
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。 

答 

対
象
者
に
個
別
に
お
知
ら
せ
を
し
た
。
問
い
合
せ
が
あ
っ
た
方
に
つ
い

て
は
お
伺
い
し
説
明
と
対
応
を
し
て
い
る
。 

 

 

12 月議会は、平成 27 年度一般会計補正予算審査を含め、14 議案の審査を行

いました。補正予算については、乳幼児医療費無料にともなう増額、学校給食

センター建て替え建設土地購入等、賛成しました。 

 

 

3 月議会日程（案）  

２／24  代表質問通告締切（午前中） 

３／１  本会議開会・個人質問通告締切 

  ４  追質問（代表質問）通告締切 

  ８  代表質問 

  ９  代表・個人質問 

  10・11  個人質問 

  14～18  各常任委員会 

  22  反対討論通告締切 

  23  賛成討論通告締切 

  24  本会議閉会 委員長報告・採決 

 

大
西
と
き
子 

伊
吹
み
ち
え 

１2 月市議会報告 ２０１６年１月 日本共産党栗東市議団発行 

市会議員 大西とき子 ☎ ５５３―０４９２ 

 市会議員  伊吹みちえ ☎ ５５８―３２７７ 

  お気軽にご意見・ご要望お寄せください。 

 



 

 
 

 
 

 

２
０
１
６
年
、
戦
争
法
廃
止
２
０
０
０
万
人
署
名
。
安
倍
自
・
公
政
権
に
代 

わ
る
新
し
い
政
治
を
も
と
め
る
市
民
・
団
体
に
よ
る
動
き
の
広
が
り
に
、
希
望

の
見
え
る
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
戦
後
最
悪
の
悪
法
（
戦
争
法
）
を
な
く
そ
う
、

立
憲
主
義
を
復
権
さ
せ
よ
う
と
い
う
大
き
な
流
れ
に
、
政
治
が
ど
う
こ
た
え
る

か
が
問
わ
れ
る
年
で
す
。 

栗
東
市
で
も
、
昨
年
６
月
市
議
会
で
「
戦
争
法
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」

(

日
本
共
産
党
提
出)

に
対
し
、
共
産
党
・
市
民
ネ
ッ
ト
・
栗
東
再
生
の
７
名
の

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
と
、
政

党
、
団
体
、
個
人
が
話
し
合
い
「
バ
イ
バ
イ
戦
争
法
・
栗
東
の
会
」
を
た
ち
あ

げ
、
毎
月
１
９
日
に
ア
ピ
ー
ル
や
２
０
０
０
万
人
統
一
署
名
行
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 
 

今
年
夏
の
参
院
選
で
自
民
・
公
明
を
少
数
に
追
い
込
み
、
「
戦
争
法
廃
止
・

立
憲
主
義
取
り
戻
す
統
一
政
府
を
」
と
統
一
候
補
擁
立
の
た
め
の 

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
１９
日
戦
争
法
強
行
の
日
の
午
後
「
戦
争
法
廃
止
・
集
団 

的
自
衛
権
撤
回
・
立
憲
主
義
取
り
戻
す
」
国
民
連
合
政
府
を
つ
く
ろ
う
と 

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

激
動
の
年
、
歴
史
に
の
こ
る
２
０
１
６
年
。
国
民
の
共
同
の
力
で
、
次 

の
世
代
に
戦
争
の
な
い
平
和
で
く
ら
し
守
る
政
治
を
切
り
開
く
た
め
に 

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

２
０
１
６
年
元
旦 

 
 

 

 

＜お知らせ＞ 

1 月 19 日 16：00～17：00 フレンドマート安養寺店 

2 月 19 日 16：00～17：00 スター本店(辻) 

3 月 19 日 16：00～17：00 アルプラザ栗東店(栗東駅前) 

4 月 19 日 16：00～17：00 フレンドマート安養寺店 

   

＊団体・個人が集まって、署名・宣伝しています。ぜひ

ご自由にご参加ください。 

         「バイバイ戦争法 栗東の会」 

    

栗東民報 栗東市員会発行 国松清太郎 ☎５５５２-０４４３ 

 

市
会
議
員 

 

大
西
と
き
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市
会
議
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伊
吹
み
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え 


